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1．はじめに 

次世代自動車技術である HV 技術の実効性を評

価・解析するため，FIT ハイブリット（本田技研工

業株式会社製）を供試車両として，ハイブリット技

術の特徴，ハイブリット車のデザイン・感性領域の

特徴等について調査を行った．なお，委託期間は平

成 23 年 2 月 15 日～3 月 31 日であり，そのうち平

成 23 年 2 月 17 日～3 月 6 日の期間に本学において

調査を行い，平成 23 年 3 月 7 日～11 日の期間に(有)
ボデーショップ高屋において分解調査が行われた．

ここでは，本調査報告の概略について述べる． 
 

2．通常走行での性能評価 

2.1 走行性能 

動力性能として，モータアシストは良く，どの車

速からでもターボ車のように反応して加速する．コ

ーナリングの際、グリップ感があり走行安定性は良

い．また，操縦性として，高速道ではハンドルの座

りがよく車両挙動も安定しており，駐車や低速での

重さは適度である．しかし，コーナーの出口では急

いでセンターに戻り，人工的かつ不自然な特性が見

受けられた．すなわち，これらは電動パワーステア

リングのフリクションの大きさやハンドル戻し制御

の調整に問題があると思われる． 
2.2 内外装のデザイン性 

本車両のインストルメントパネル（以下「インパ

ネ」）の表示系であるメータ類は，図 1 に示したよ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ メータ部の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ エアコンの操作スイッチ部 
 

うに，中央にあるスピードメータの内側の照明色が

変化することで警告情報を知覚させるアンビエント

メータとなっている．アンビエントメータとは，人

間に本来備わる周辺認知能力を活用し，ドライバに

直接的ではなく，背景である環境の変化で情報を伝
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